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論文内容の要旨

有機半導体の電気伝導機構はアントラセン等を中心に調べられているがまだ明らかでない。フタロ

シアニンはその分子の中心に分子構造をほとんど変えることなく、種々の金属を配位でき、分子の電

子状態に摂動を与えることができるので、電気伝導機構を調べるのに都合がよい。著者はフタロシアニ

ンのこの特性に注目し、種々のフタロシアニン (Ni ， Cu ， Zn，メタルフリー各フタロシアニン)の電気

伝導度、活性化エネルギ、磁気効果、分極エネルギ、及磁気共鳴吸収を測定し、フタロシアニンの電気

伝導機構、及中心金属の電気伝導に及ぼす影響等について調べた。その結果中心金属は分子のπ 電子

とよく相互作用して分子の電子状態を変えて分極エネルギを変えていることが解った。又種々のフタ

ロシアニンの電気伝導度 σ 、活性化エネルギE は4、局在化モデルから導出した式、σ=2Neμexp( -E 

/2KT) 、 E=I c -Ac -2Pで与えられることが判明し、この式から計算値は実験から得られた種々

のフタロシアニンの σゃ Eのちがいをよく説明できたO こごで N は分子密度、 μ は易動度、 e は電子

の電荷、 Icはイオン化エネルギ、 Ac は電子親和エネルギ、 P は分極エネルギである。すなわちフタロ

シアニンの暗電導は局在化モデルでよく説明できる。フタロシアニンと沃素の電荷移動化合物を作っ

た場合もそれはフタロシアニン結晶の電子状態の摂動状態と考えることができる。活性化エネルギ、

電気伝導度はその化合物を作ることにより大きく変るが、その変化は上と同様の考えより、電荷移動に

ともなう分極エネルギの変化と考え、上に述べた 2 つの式でその変化をよく説明できた。これはフタ

ロシアニン系で局在化モデルがよい近似で、あることを示している。さらにアントラセンについても同

様の計算を行った場合、局在化モデルから出発した上 2 式での電気伝導度、活性化エネルギは実験値

をよく説明した。又アントラセンの電気伝導度の圧力変化も上のモデルでよく説明でき、有機半導体

の電気伝導機構は第一次近似として局在化モデルから出発しでかなり良い説明が与えられることを結

論できる。
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論文の審査結果の要旨

本研究では有機半導体の一種として注目されているフタロシアニン系結品について電気伝導機構の

研究を行い次の結論を得ている。( 1 )従来フタロシアニン分子の中心金属イオンの差異による電気

伝導度の違いは理論的に説明し得なかったが、中心金属による分子の偏梅の差を考慮することにより、

それぞれの電気伝導度の違いを計算することができ実験事実をよく説明することができた。

( 2 )フタロシアニンと沃素の電荷移動型錯化合物及びアンスラセンの電気伝導度についても分子の

偏極を考慮して計算すると実験値をよく説明することができた。

これらの結論は結品構成分子中の微小部分の変化が結品の電気伝導を大きく変化させる機構を明か

にしたものであり、イオン注入法等の新しい技術開発にわいても基礎的な重要な知見を与える。これ

らの研究結果は半導体研究の分野の発展に大いに貢献するものと認められる。
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